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◇今帰仁村0今 帰仁村
の人口 男4.810人 (-1)女 4774人 (-3)計 9584人 (-4)

世帯数3470(-4)平成 14年 9月 30日 現在
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二
年
ぶ
り
に

謝

。
越
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝

鞘
回
爾

・卜 体
備
嚇
指
膊
畔
胸
隣
比

競
技
大
会
が
、
十
月
五
日
、
一ハ
日
の

両
日
、
村
運
動
公
園
と
村
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

一
般
男

女
、
壮
年
の
部
の
二
部
に
、
村
内
十

一
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
健
脚
を

競

っ
た
。

今
大
会
か
ら
、
一二
十
代
、
四
十
代

の
女
子
百
メ
ー
ト
ル
競
技
が
増
え

た
ほ
か
、
大
会
初
日
に
行
わ
れ
た

ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
は
大
会
記
録
が

更
新
さ
れ
る
な
ど
、
一二
種
目
で
村

記
録
及
び
大
会
新
、
一
種
目
で
大

会
新
、
一
種
目
で
大
会
タ
イ
記
録

を
樹
立
し
会
場
を
沸
か
せ
た
。

注
目
の
得
点
争

い
は
、
男
子
の

部
が
今
泊
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
が

謝
名
。越
地
チ
ー
ム
、
壮
年
の
部
が

兼
次

・諸
志
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
に
輝
き
、
総
合
の
部
で
は
、
謝

名

・越
地
チ
ー
ム
が
二
年
ぶ
り
に

王
座
に
返
り
咲
い
た
。

ま
た
、
最
も
活
躍
し
た
男
女

の

優
秀
選
手
に
贈
ら
れ
る
、村
長
賞
（男

村

陸

上

競

技

大

会

子
）
に
は
、島
袋
幸
輝
さ
ん
（兼
・諸
）
、

議
長
賞
（女
子
）
に
は
仲
里
綾
子
さ

ん
（謝
・越
）
が
選
ば
れ
、
前
年
度
と

比
較
し
て
最
も
点
数
を
獲
得
し
た

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
躍
進
賞
が
、

今
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
、
天
底
チ

ー
ム
が
受
賞
し
た
。

村
体
協
に
功
績
を
残
し
表
彰
を

受
け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
。

村
体
協
功
労
賞

金
城
新
治
さ
ん
（与
那
嶺
）

上
間
吉
夫
さ
ん
（越
地
）

仲
宗
根
武

一
さ
ん
父
ウ
泊
）

上
間
哲
男
さ
ん
家
フ
泊
）

村
田
肇
さ
ん
盆
ｗ
宗
根
）

優
秀
選
手
賞

伊
野
波
盛
市
さ
ん
伏
フ
泊
）
［ボ
ウ
シ
エ

嘉
陽
宗
敬
さ
ん
（湧
川
）
［チ
ー
貴
］

大
城
吉
雄
さ
ん
（湧
川
）
［チ
ト
三
乙

嘉
陽
安
彦
さ
ん
（謝
名
）
［陸
上

感
謝
状

大
城
勝
さ
ん
（平
敷
）

運
天
陸
送

代
表
・運
天
政
徹
さ
ん
（運
天
）

i=t i,二  1争 玉資玖4λ 川

江

▲ハンマー投げで村記録を
更新した伊志嶺力選手(宗 )

▲女子 100M決勝 スター ト直後の力走

▲村長賞―島袋幸輝選手 ▲議長賞―仲里綾子選手
(兼・諸)        (謝・越)

▲前年度優勝チーム今泊を先頭に入場行進

▲しれつな争いをする1600Mリ レー決勝

カ

ノ

〓

a・ュー,

▲兼・諸チーム(写真中央)が優勝した年齢別リレー

総合・各部門別の団体成縞表

記録更新者

村記録及び大会新記録
ハンマー投げ 41,79m
50代砲丸投げ 9,96m
40代走幅跳び  5,79m
大会新記録
110mハ ードル 16秒 6
大会タイ記録
40代100m   12秒 1

金城  研 (両運)

島袋 幸輝 (兼・諸)

諸
諸

宗
兼
兼

力
輝
輝

嶺
秀
幸

志
城
袋

伊
大
島

)

)

:4生生二

■

順位

吉[F日
1位 2位 3位

総合の部 謝・越 (222点 ) 兼・諸(207点 ) 今 泊 (166点 )

男子の部 今  ,白 (85点 ) 謝・越 (66点 ) 玉・呉 (59点 )

女子の部 謝・越 (96点 ) 兼・諸 (54点 ) 与・仲 (48点 )

壮年の部 兼・諸 (1¬ 0点 ) 天 底 (62点 ) 謝・越 (50点 )
▲総合優勝の謝・越チーム



スクールバス
(具体的な時間設定については、開校
準備室で検討して決定する予定です。)

朝 (登校時)

東線(41名乗リバス配車)

我部井

湧川売店前

↓
l勇川公民館前

西線 (77名乗リバス配車)
↓

ワルミ入り日 仲 ← 与
尾  那
次  嶺

← 諸 ← 兼 ←

志  次

今
帰
仁
城
跡

← 今

泊

港天

―
―
運

今帰仁中学校

続含中学校
門校準備進む
来年 4月 開校する新生今帰仁中学校のスクールバスの路線経路、

制服の導入方法、校歌、校章が決定しましたので報告します。

夕 (下校時)

東線 (41名乗リバス配車)

我部井

湧川売店前

↑
湧加公民館前

西線(77名乗リバス配車)
↑

今
帰
仁
城
跡

今

泊

ワルミ入り口 仲
尾
次

与
刃隅
嶺

→ 諸→ 兼 →

志  次
今帰仁中学校

運天港

新しい制服の導入方法について

3.新 1年生 (平成 15年 4月入学)について
。入学の時点から新しい制服 (ブレザースタイル)に統一する。
・体育着、ジャージ等については、開校準備室で検討し、統一していく。

1.現一年生について
。男女とも、平成14年 11月 の冬服から、新しいブレザースタイルの制服とする。
・校内で使用する体育着、ジャージ等は新たに購入せず、それぞれもとの4中学校で使用してきたものを

継続使用する。

2.現 2年生について
。男子は4校とも学生服で統一されており、そのままで統合しても違和感がないので、現在の学生服を卒
業まで着用してもらう。
・女子は、現在の4校とも違う種類のセーラー服であるので、平成14年度の冬服からブレザースタイルに
そろえる。
・校内で使用する体育着、ジャージ等は新たに購入せず、それぞれもとの4中学校で使用してきたものを

継続使用する。

旗 幸
デザイン 理入 警

「今」(緑 色)
「翼」(赤

「草呵
卜」(全 乞)

○中央の「今」は、今帰仁と乙羽の山な

みを表す。

○「翼」は、夢。飛躍・勝利を表す。

○「輪」は、統合・親愛・不日を表す。

○「翼」と「輸」で中学校の「中」を表す。

古宇利架橋供用開始までの仮路線

演
歌
「
九
あ
薇
」

一
、
乙
羽
を
見

日奇

ら
す

高

く
そ
び

ゆ
る

夫
志
を
懇
き
　
撤

仲宋
松覚々
勅
く
円
の
上

学
び
合

に

柴
う
崚花
と
咲
け

輝
け
（
帰
仁
（
帰
仁
ャ

一一、
俳
寒
桜
の
　
か
お
る
旗
え

青
春

の
気
は
　
満
ち
溢
独

英
介
と
技
を
　
疹
き
も
巧
　
も

ゆ
る
が

ぬ
意
志

と
　
覇
気

を

以
て

次
代
を
微
る
　
力
あ
，

輝
け
今
斤
存
今
帰
仁
十

〓
一、
十
び
の
童
の
　
奥
究
め

嘘鋤勅き若こけ権幸ほ韓挫塊

巣
立

つ
未
来
に
　
兆
あ
独

輝
け
（
斤
仁
今
帰
仁
ヤ

作
『
　
黒
　
島
　
直
　
太
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村
農
業
委
員
二
十
人
決
ま
る

会
長
に
比
嘉
峯
夫
さ
ん

九
月

二
十

二
日
に
予
定
さ

れ

て
い
た
村
農
業
委
員

選
挙
は
、
定
数
十
七
人
の
他
に
立

候
補
者
が
な
く
、
立
候
補
者
全
員

の
当
選
が
決
ま

っ
た
ほ
か
、村
初
の
、

女
性
農
業
委
員
も
誕
生
し
た
。

な
お
、
△
ム
長
に
は
、
比
嘉
峯
夫
さ

ん
、△
ム
長
職
務
代
理
者
に
は
、
山
城

直

一
さ
ん
が
選
ば
れ
、
任
期
は
、
一二

年
で
今
年
十
月

一
日
か
ら
二
〇
〇

五
年
九
月
二
十
日
ま
で
。

農
業
委
員
の
主
な
仕
事

下
農
地
売
買
や
交
換
斡
旋

一
す
遊
体
地
の
買
戻
し
斡
旋

一■
農
地
売
買
の
許
可

四
・農
地
転
用
の
意
見

五
・農
地
紛
争
の
和
解
仲
介

な
ど
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
業

務
を
担

い
、
人
フ
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。農

祟
番
員

の
有
々
で
す

会長職務代理者

山城 直―
崎山121

大城 正人
平敷1571

大城 盛治
勢理客101

仲里 隆
イ中宗本艮384

会 長
比嘉 峯夫
今,白 2049-1

島袋 資高
兼次5

小那覇安健
渡喜仁702

嘉陽セツ子
湧サH586

潔 新

金城 和広
古宇利48

玉城 博也
越地4531

神谷 繁勝
天底 1323

仲里 隆直
イ中尾次250

湧川 安弘
玉城 336

山内 清
与刃[嶺429

城間 福三
呉我山4323

松田 吉永
天底190

山城 嘉
兼次36

神谷 隆也
玉城378

運天 優
運天960

)

,

キち「

/

座間味敏夫
上運天司2201

(||
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沖

縄

県

知

事

投
西一ポ日
は
十

一
月
十
七
日
（ユ

員
精
欠

任
期
満
了
に
よ
る
沖
縄
県
知
事

選
挙
及
び
沖
縄
県
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
、
十

一
月
十
七
日

（日
）
に

行
わ
れ
ま
す
。

県
知
事
選
挙
及
び
県
議
会
議
員

補
欠
選
挙
は
私
た
ち
の
生
活
に
直

接
結
び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。

私

一
人
ぐ
ら
い
棄
権
し
て
も
‥
・は
、

政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

貴
重
な

一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
皆
さ
ん
そ
ろ

っ
て
投
票
し
ま
し

よ
＞つ
ｏ

今
帰
仁
村

で
投
票
で
き
る
人

沖
縄
県
知
事
選
挙
に
投
票
で
き

る
人
は
、
平
成
十
四
年
七
月
二
十

日
ま
で
に
転
入
届
を
し
た
人
で
、

昭
和
五
十
七
年
十

一
月
十
人
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

沖
縄
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

投
票
で
き
る
人
は
、
平
成
十
四
年

人
月
七
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
た

人
で
、
昭
和
五
十
七
年
十

一
月
十

人
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

困
難
な
人
は
前
も

っ
て
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
―
両
下
肢
、
体
幹

の
障
害
又
は
移
動
機
能
障
害
の

一

級
又
は
二
級
並
び
に
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
の
障
害
、
又
は
ぼ
う
こ
う

若
し
く
は
直
腸
の
障
害
の

一
級
又

は
三
級
。

◎
戦
傷
病
者
―
両
下
肢
又
は
体
幹

の
障
害
特
別
項
症
か
ら
第
二
頂
症

ま
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器

の
障
害
特
別
頂
症
か
ら
第
二
頂
症

ま
で
。

◎
そ
の
他
―
右
記
の
障
害
の
程
度

に
該
当
す
る
と
知
事
が
証
明
し
た

者
。郵

便
投
票
に
よ
る
投
票
の
請
求

は
挫
祟
日
前
四
日
（十

一
月
十
二
日
）

ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
該
当
者
は
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会

へ
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
又

以
前
に
交
付
を
受
け
た
方
で
有
効

期
限
の
切
れ
る
方
も
申
請
し
て
く

だ

さ

い
。

字
が
書
け
な
い
人
は
代
理
投
票

で
せ

っ
か
く
投
票
し
て
も
、
候
補

者
氏
名
が
判
読
で
き
ず
無
効
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
、
防
ぐ
た
め
に
身
体
の

故
障
が
あ
る
か
、
文
字
の
読
み
書

き
が
で
き
な
い
た
め
投
票
用
紙
に

候
補
者
氏
名
が
書
け
な
い
方
は
、

代
理
投
票
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
で
係
員
に
申
出
が
あ
れ
ば
、

係
員
が
立
会

い
の
上
で
書
い
て
く

れ
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

今
帰
仁
村

選
挙
管
理
委
員
会

ａ
五
六
上

一
一
〇

一

（内
線
四
〇

一
）

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
人
時
ま
で

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
郵
便
に
よ
り

お
届
け
し
ま
す
。
入
場
券
に
各
自
の

投
票
所
名
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

間
違

い
の
な
い
よ
う
お
確
か
め
下

さ
い
。

投
票
日
に
は
、
投
票
所
入
場
券

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
万

一
、

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
投

票
所
の
係
員
に
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
も
ら
え
れ
ば
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
用
務
等
で
投

票
所
に
い
け
な
い
人
や
、
病
気
。出

産
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
著
し
く

◎
期
　
間

県
知
事
選
挙

（■
月
二
十

一
日
）

県
議
補
欠
選
挙
（十

一
月
八
日
）

両
告
示
日
か
ら
投
票
日
前
日
（十

一
月
十
六
日
）
ま
で
土
曜
。日
曜

も
可
能

◎
時
　
間

午
前
八
時
二
十
分
か
ら
午
後
人

時
ま
で

◎
場
　
所

今
帰
仁
村
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
所
不
在
者
投
票
を
行
な
う
人
は
、

入
場
券
を
持
参
し
、
所
定
の
手
続

き
を
し
て
投
票
し
て
下
さ
い
。
身

体
障
害
者
手
帳
又
は
、
戦
傷
病
者

手
帳
を
交
付
さ
れ
、
次

の
事
項
に

該
当

（た
だ
し
字
の
書
け
る
方
に

限
る
）
す
る
場
合
は
、郵
便
投
票
証

明
書
を
も

っ
て
、自
宅
で
郵
便
投

″

(▲

一

投

票
箱
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市Ⅲ村合併には

どのような効果があるのでしょうか。

市町村合併によって、住民の今の暮らしを守り、さらに向上が図られます。
例えば、次のような効果があります。

υ 広域的な観点からの地域つくりの推進

広域的な視点に立った道路や公共施設の整備、土地利用などにより計画

的で一体的なまちづくりを重点的・効果的に実施することができます。

環境問題や観光振興など広域的な調整や取り組みが必要とされる課題に

ついて、有効な施策を効率的に推進することができるようになります。ま

た、住民の自発的な参加システムを構築し、新しい地方自治の確立を図る

ことが可能になります。

合併後の村

υ 政サービスの向上

地域住民の多様なニーズに応じて行政サービスの選択の幅を広げるなど、生活者の視点に立ったサービスの質の向上を図

ることが出来ます。

また、福祉・保健・土木などの分野の拡充が図られることによって、専門的で高度なサービスの提供、多様で個性的な行

政施策の展開が可能になります。

己)色財政の効率化と財政基盤の強化)

合併後の村 管理部門の効率化が図られ、相対的に住民サービスの提供や

事業実施を直接担当する部門等を手厚くするとともに、合理的・

重点的な人員配置ができるようになります。

また、合併によるスケールメリットにより、少ない経費でよ

り高い水準のサービスの提供ができ、さらに、財政基盤が強化

されることにより、重点的な投資による大規模事業の実施や各

種事業の計画的な実施が可能となります。

Fッ/｀

村には皆様の様々な悩みにあ
｀
答えするための相談窓□があります。

相談は鴛料で穆密は胃られます6あ
｀
気軽にご相談<ださい。

◎法律相談
(相談員)玉城嵩男

◎人権相談
弁護主  (相談員)地元人権擁護委員

島袋輝志雄  856-3224
謝花 勝子  奮56-2716
三輪 茂穂  856-2183
諸喜田スエ子  a56…2127

◎イ子政本目言炎
(相談員)新垣 侃  盗56-3148

と き 平成14年 11月 20日 (水 )
10時～15時

ところ 村コミュニティセンター



7広 報 な き じん (2002年 )平成14年■月1日

大自然の中で力泳
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

（第

一
回
沖
縄
今
帰
仁
オ
ー
プ

ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
大
会
）

が
、
九
月
二
十
八
日
、
一
一十
九
日
の

二
日
間
に
わ
た

っ
て
ウ

ッ
パ
マ
ビ

ー
チ
で
多
く
の
方
々
の
協
力
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

県
外
か
ら
約

一
〇
〇
名
以
上
、

県
内
か
ら
約

一
〇
〇
名
の
合
計
二

〇
〇
名
を
越
え
る
参
加
者
が
好
天

の
中
、
人
フ
帰
仁

の
美
ら
海
を
堪
能

し
た
。

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム

は
、
海
や
川
や
湖
で
泳
ぐ
競
技
で

あ
る
が
、
老
若
男
女
が
取
り
組
め

る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
タ
イ
ム
レ

ー
ス
と
は
い
え
海
の
中
を
散
策
し

な
が
ら
、
ま
た
は
、泳
ぎ
き
る
こ
と

を
目
標
に
と
、
い
わ
ゆ
る
市
民

マ

ラ
ソ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。

昨
年
の
世
界
選
手
権
代
表
選
手

と
監
督
が
招
待
選
手
と
し
て
出
場
、

米
軍
基
地
内
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
国

際
大
会
を
思
わ
せ
る
。

今
帰
仁
村
民
か
ら
も
参
加
が
あ

り
、
大
会
を
通
し
て
多
く
の
人
た

ち
と
の
交
流
に
な

っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

大
会
開
催
中
に
は
商
工
会
、
漁

協
の
出
展
ブ
ー
ス
、
オ
ー
シ
ャ
ン

ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を

は
じ
め
、
招
待
選
手
に
よ
る
ス
イ

ム
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
夜
に
は
ホ
テ
ル

ベ
ル
・
パ
ラ
イ
ソ
の
プ
ー
ル
サ
イ

ド
で
表
彰
式
兼
歓
迎
会
が
開
催
さ

れ
た
。

今帰仁オ“

イヽザー 八戸博子

▲水しぶきを上げて一斉にスタート

▲仲間たちが選手を迎える

ら
れ
な
幕
し
Ｃ

親
与
又
キ
エ
＞
ッ
プ

歓
迎
会
で
は
、
地
元

の
い
ま
じ

ん
太
鼓
や
婦
人
会
の
踊
り
な
ど
を

披
露

‥
。最
後
に
は
参
加
者
全
員

で
の
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
・
‥
皆
、今
帰

仁
で
の
素
敵
な
夜
を
心
に
刻
ん
だ

に
違
い
な
い
。

大
会
も
事
故
な
く
無
事
に
終
わ

り
、
参
加
者
は
来
年
も
ま
た
、
此
処

に
来
る
こ
と
を
合
言
葉
に
帰
路
に

つ
い
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
通
り
。

一
、
三
キ
ロ

男
子
　
黒
川
保
隆
（東
京
都
）

女
子
　
石
川
陽
子
（東
京
都
）

二
、
五
キ
ロ

男
↓す
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・デ
ヤ
ン
グ
（沖
縄
県
）

女
子
　
山
口
智
美
（福
岡
県
）

三
、
八
キ

ロ

男
子
　
黒
川
保
隆
（東
京
都
）

女
子
　
山
口
智
美
（福
岡
県
）

一二
、
三
キ
ロ
リ
レ
ー
（
０
、
八
×
四
）

チ
ー
ム
ゴ
ー
ヤ
ー
ジ
ュ
ー
ス
（沖
縄
県
）

、

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
村

ヽ
立
保
育
所
《
フ帰
仁
、仲
尾
次
、中
央
、

ヽ
仲
宗
根
）
の
合
同
運
動
会
が
、十
月

十
二
日
村
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
。

会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら
我
が

、
子
や
、
孫
の
晴
れ
舞
台
を

一
日
見

、
よ
う
と
、
大
勢
の
家
族
連
れ
が
詰

ヽ
め
か
け
、
園
児
た
ち
の
楽
し
そ
う

ヽ
な
ゆ
う
ぎ
や
、元
気

一
杯
な
か
け
っ

こ
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

親
子
が

一
緒
に
な
っ
て
行
う
ゲ

村
立
保
育
所
合
同
運
動
会

―
ム
も
多
く
、
お
父
さ
ん
に
肩
車

さ
れ
喜
ん
で
い
る
子
ど
も
や
、
お

母
さ
ん
に
甘
え
て
い
る
子
ど
も
な

ど
が
見
ら
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

運
動
会
に
な
っ
た
。

▲お父さん、お母さんと手をつないで入場

‐‐` イ̂
▼
/

▲親子で「ボールまてまて」 ▲かわいい子供エイサー
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好葦

隅
諜

店
軽

臨

か

ら
十
六
日
に
か
け
て
、
上
運
天
区

と
諸
志
区
で
豊
年
祭
が
聴
大
に
行

わ
れ
た
。

○
諸
志
区
（内
間

一
仁
区
長
）
で
は
、

水
車
の
よ
う
な
や
ぐ
ら
に
ブ
ラ
ン

コ
が
四

つ
あ
り
、
踊
り
手
が
く
る

く
る
回
る
「や
ぐ
ざ

い
」
が
六
〇
年

ぶ
り
に
復
活
し
、
村
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
見
物
客
が
訪
れ
、
△
ム
場

は
夜
遅
く
ま
で
賑
わ

っ
た
。

○
上
運
天
区
（金
城
弘
定
区
長
）
の

豊
年
祭
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
年
は
四
年

マ
ー
ル
の
ウ
プ
踊
り

の
年
に
あ
た
り
、
雨
が
降

っ
て
も

楽
し
め
る
屋
根
付
き
の
観
客
席
や

駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、
総
踊
り
な

ど
二
十
人
の
演
目
が
披
露
さ
れ
多

く
の
区
民
や
見
物
客
が
祭
り
を
楽

し
ん
だ
。

錯
熱
ば
、

ず
豊
筆
無
Ｈ

▲諸志区、哩話りくはでさ」

▲上運天区、3班の踊り「上海エレジー」

肉
用
牛
八
頭
出
品
し
◆
七
頭
が
入
賞

移
逸
一
部
地
区
の
畜
産
振
興
と
　

　

肉
用
牛
　
若
雌

　

第

一
類

遷
聾
『

優
良
家
畜
の
計
成
を
図

　

最
優
秀
賞

我
那
覇
隆
秀
（仲
宗
根
）

ろ
う
と
、
第
二
十
六
回
北
部
地
区

　

優
良
賞
　
与
那
嶺
篤
哉

（渡
喜
仁
）

畜
産
共
進
会
（北
部
振
興
会
主
催
）
　

　

肉
用
牛
　
若
雌
　
　
第
二
類

が
、十
月

一
日
、△ラ
帰
仁
村
営
家
畜

　

優
秀
賞
　
金
城

吉
信

（仲
宗
根
）

セ
リ
市
場
で
行
わ
れ
、
人
市
町
村

　
　
肉
用
牛
　
成
雌
　
　
第

一
類

よ
り
、牛
四
十
九
頭
、豚
三
頭
が
出

　

優
良
賞
　
我
那
覇
隆
秀

盆
ｗ
宗
根
）

品
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
長
浜
勝
淳

（上
運
天
）

本
村
か
ら
も
肉
用
牛
人
頭
り
出
‥
十一〓
鞠
舟
牛
　
成
雌
　
　
第
二
類

品
が
あ
り
、次
の
方
々
が
入
賞
し
た
。
　
優
良
賞
　
我
那
覇
秀
樹

（仲
宗
根
）

優
良
質
　
米
須
清
和

（謝
名
）

第
二
十
六
回
北
部
地
区
畜
産
共
進
会

二
`irii.i 

Ⅲ.■ ' ・・.  ́ :

▲みごとな肉用牛が勢揃い

仲
里
正
幸
さ
ん
、
湧
川
善
三
郎
さ
ん
よ
り

多
額
の
寄
付
金

今
小
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
期
成
会

へ

鬼

甥

肘
鄭

時
解

里
正
幸
さ
ん
（沖
縄
ナ
シ
ョ
ナ

ル
特
機
社
長
）
と
湧
川
善
二
郎

さ
ん
（沖
縄
瓦
斯
会
長
）
か
ら

今
帰
仁
小
学
校
創
立
百
二
十

周
年
記
念
事
業
期
成
会
へ
、合

計
六
十
万
円
の
寄
付
金
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

▲湧川さ

城明さんに
感謝状

後
説
の
美
女
今
帰
仁
御
神
を
モ
チ
ー
フ
に
、

「美
貌
の
里
」
や
ズ
フ
帰
仁
御
神
七

一曲
を

発
売
し
、
村
お
こ
し
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
十
月

十

一
日
、
村
と
村
商
工
会
な
ど
が
、
歌
手
の
城
明

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

▲感謝状を手に喜ぶ城明さん
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保健師
だより

鵡

霞
縄
県
で
は
毎
年
十

一
月
を

轟
軍
磯
精
神
保
健
福
祉
普
及
月
間

と
位
置
づ
け
、
△
ラ
年
で
二
十
三
回

日
と
な
り
ま
す
。

心
の
病
気
に
つ
い
て
は
し
ば
し

ば
誤
解
か
ら
生
じ
る
偏
見
が
問
題

と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ア」
れ
を
機

会
に
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
心
に

病
を
持

つ
人
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
村
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き

ま
し
ょ
＞つ
。

二
心
の
問
題
な
ん
て
関
係
な
い
？

心
の
問
題
は
、
よ
く
自
分
と
は

関
係
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

統
合
失
調
症

（旧
精
神
分
裂
病
）
に

か
か

っ
て
い
る
人
は
全
国
で
約
七

十
万
人
、
一
生
の
間
に
は
約
百
人

に

一
人
が
発
症
す
る
、
ヂ
」
く
あ
り

一

ふ
れ
た
病
気
で
す
。

最
近
で
は
薬

の
改
善
に
よ
り
、

有
効
な
治
療
が
可
能
と
な
り
、
病

気
が
治
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

二
，
村
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み

村
で
は
毎
月

一
回
、
な
き
じ
ん

デ
イ
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
心
に
病
が
あ
り
、
療
養

中

の
方
が
集
ま
り
、
人
間
関
係

の

改
善
や
社
会
性
を
高
め
る
こ
と
を

目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
七
・人

月
は
十
二
月
の
健
康
ま
つ
り
で
販

売
す
る
せ

っ
け
ん
（写
真
）
を
作
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も

ス
ポ
ー

ツ
や
料
理
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
北
部
精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ェ
ー
ブ
」

を
は
じ
め
様
々
な
機
関
と
連
携
し
、

困

っ
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

普及月間の取り組み一覧
一精神保健福祉普及大会一

11月 6日 (水)名護市民会館

特別請演 (小椋 力 琉球大学教授 )
一グラン ドゴルフ大会一

11月 15日 県総合運動公園
10:00～ 15:30

保健センターでは、以下のことを行つています !

・薬や症状などのちょつとした相談にのつてほしい時"・

定期健康相談 毎週月曜日
9:00～ 11:30 村保健センタ…にて

'精神的な問題を抱えて生活している村の人と交流したい時・・・

なきじんデイケア 毎月第 4木曜日 午後 1:30～
お問い合わせは、村保健センターまで 56-1234まで ▲できあがった手作り石鹸

「デフ・パペットシアターeひとみ」 フアミリ四人形劇場
『オルフェウス』今帰仁′ム`演

主 催

共 催

日 時

場 所

演 目

入場料

前売券     当日券

大入券(―般・大学生)      1,500円      1,700円

小人券(4歳～高校生)      1,ooo円      1,200円

親子券(大人1人、小人1人)   2,200円      当日券なし

連絡先 今帰仁村社会福祉協議会 砒 66-4742

「デフ・パペットシアタ…ひとみ」人形劇今帰仁公演実行委員会

今帰仁村教育委員会、今帰仁村社会福祉協議会

手話サークル「みみの輪なきじん」

2002年 11月 19日 (火 )

開場:18時 30分 開演判9時 00分

今帰仁村コミュニティセンター

人形劇『オルフェウス』濠1回「デフ・パペットシアターひとみ」

今帰仁ミャークニー大会

出場者募集
昨年に続き「今帰仁ミャークニ…大会」を開催致します。

今帰仁を謡いこんだ数多くの歌詞があり、またムラ・シマごとに

節回しが異なるといわれます。2回 目に至っては謡う4つの歌詞の

中に一つはムラ・シマ(字)を謡い込んでいただきたい。

今帰仁ミャークニ…は今帰仁村に根づいた文化の一つです。謡う。

聴く場を設け、村民がこでつて継承して行きたいものです。

大会を開催するにあたり、多くの出場者を募集いたします !

■募集人員

■応募締切

■大 会 日

■時  間
■会  場
■申 込 先

20名

平成14年 11月 15日 (金)

平成 14年 11月 24日 (日 )

午後 2時～午後 5時

今帰仁村コミュニティセンター

今帰仁村歴史文化センター

TEL 56工 5767

FAX 56-2789

今帰仁村教育委員会

事務局 :今帰仁村歴史文化センタ…

■主  催

※出場希望の方は申込用紙に、当日謡う歌詞を書いて下さい。

申込み用紙等、詳しいことは、歴史文化センターに問い合わせ下

さい。
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沖縄のすがたが一日で分かる

便利でスマートな手帳 !!

3中縄 Lビ尋畷←帳
―規格・価格一 申込締切 11/12個まで
大型版サイズ (9cm× 14cm)・・・600円
小型版サイズ (7cm× 1lcm)¨・300円
(あ
｀
申し込み 。あ

｀
間い合わせ)

)中縄県統。十1すヵ会  TEL098-866-2054

役場企画振興課 TEL56-2¶ Oη

2003年版

どうぞご利用<ださい。

●

季佳 0畑工掻奨品熱霊
「全国生活研究グループ連絡協議会」

もずくどうふ・タケノコのからみ漬

今帰仁産使用
えのき茸の佃煮

今 帰 仁 の駅 そ ～ れ

力
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´
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～65歳以上のインフルエンザ予防について～
予防接種の効果は ?
インフルエンザの予防接種は、効果がでるまでに 2週間かかります。流行は、
12月 下旬から3月 上旬ですので、早めの接種を I!
また、毎年接種することが必要です。インフルエンザウイルスは、毎年変化 しな
がら流行するため、その年に流行が予測されるウイルスのワクチンを接種 してお

くことが有効なのです。

も

予防接種を受ける時の注意点は ?
副反応は、まれですが、接種局部が赤くなったり、腫れたり、痛みを伴う場合
や発熱、頭痛、寒気が起こる場合があります。
また、通院中の方は、主治医にご相談のうえ、接種を行ってください。

ⅢtXIЖ IЖI,tⅢぐtX〉tⅢt》t,tЖⅢt,くXЖI〉(〉くЖIヽくЖ,くЖIⅢtЖIⅢt》くⅢt,くⅢく

者 :① 65
② 60

受
接
受

し

全

1

サ

フ

対   象
65

る。
生渚保護世帯の自己負担はありません。

センター保険予防課 856‐ 1234

自 己 負 担

問 い 合 わ せ

O インフ′Lエンザ手防穏腫のお畑らせ ○

平成
「ふれあい

1

の 中

山形県酒

募焦期間

募集資格

14年転0月 28

に在住する小学校 する。

9日 (金)

11月 15日 (金)まで

電話56--2645

1 5

(1

し あるも

お問い合わせ

～ぢE罪捜査にご協力を～
11月 は「指名手配被疑者捜査強化及び捜査活動に対する県民協力確保月

間」です。
機

O指名手配ぢE人検挙のご協力を !

0「事件かな」と思つたら迷わず 110番を !

O犯罪について知っていることは積極的に通報を !

O聞き込み捜査にご協力を !

O被害に遭つたときは必ず届出を !

警察活動
警察本部

にご理解とご協力をお願いします。

本部警察署

議

螂
098-862-0110
47-4110
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11月 /霜月
●ソデイカ漁解禁
●操体法教室 (1∈ 00～保llとセンター)

●村文化祭
●一人暮らし老人激励会
●ゆいま一る (渡喜仁)

●振替休日

レ
　
刀

ン

　

セ

帰
　
‐００．

一

　

‐４

婚樹
別　
逢

・卜協断
　
・一

″騨蜘・空手道ナ）
”晰，テニス棚飢

●区長会 ●第51回沖縄県高校駅伝大会 (moo～ |1運動公回発石)
0ゆいま―る (与那嶺)

●l′kl康相談 (併 00～ 1■30保 lllセ ンター)

●リハビリ ●農委会総会

0第 25回各種団体ソフトボール大会 (サブグラウンド) ●リハビリ

●保健推進員育成教室 (la30～ 保健センター)
●県議補欠選挙告示

●ゆいま―る (仲尾次)
●離乳食実習 (1&30～ 保健センター)

ン

●ツール ド沖縄
●漁協朝市

●健康相談 (凱00～■30保健センター)

●麻疹 (1か 30～ 保健センター)
0ゆいま―る (諸志)

12月 /師走●リハビリ
●ゆいま―る (呉我山)

●第20回今帰仁村チャリティゴルフ大会

●北山老人大学地域交流会
●ゆいま―る (今泊)

リ ナイトバザー

フ ス ―・ハン ―ル・
00´ヤ
ラグビー 柔道)
) ●リハビリ

●県知事 県議補欠選挙投票日 ●区長会

●健康相談 (aoo～ 113o保健センター)

●ゆいま―る (運天) ●健康まつり

●健康まつり ●スーパー
●漁協朝市  ●乙羽朝市

ドッチ大会
(7:00～ 中

(運動公図)
央公民館)

)

15:00コ ミセン

叫t雰鱗週間
0期 間 11月 11日 日)

0テーマ 「暮らしを支え
●標 語 「こ ヽ いる」

ヂ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

○
匿
名
の
方
よ
り
社
会
福
祉
の
為
に

一
万
円

○
志
良
堂
清
史
さ
ん

（湧
川

一
六
二
六
）
よ
り
母
、
美
枝
様

の
香
典
返
し
と
し
て
十

万
円

○
山
川
春
和
さ
ん

（古
宇

利

一
九
六
）
よ
り
母
、

ハ
ル
様
の
米
寿
祝
い
返

し
と
し
て
十
万
円

○
田
港
朝
勇
さ
ん

（湧
川

一
九
四
二
）
よ
り
娘
、

洋
子
様
の
香
典
返
し
と

し
て
十
万
円

村
育
英
会
ヘ

○
志
良
堂
清
史
さ
ん

（湧

川

一
六
二
六
）
よ
り
母
、
美
枝
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十

万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲寄付金を渡す山川さん

敢⑥全⑤k後季常澤動

11月 9日 は、119番の日とそこで11月 9日から15日 までの間
「消す心 置いてください 火のそばに」をスローガンに秋の全
国火災予防運動が全国一斉にスタ■卜します。空気が乾燥し火

災のおきやすい季節になります。火の取り扱いには十分注意し

火災を未然に防げるように心がけましょう。

また、老朽化した消火器などがある場合は業者または消防に

届けるなど事故の防止と、まさかに備え十分注意しましょう。
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村

ぬ
繁

鑑

と
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

今
年
で
最
後
と
な
る
各
中

学
校
や
小
学
校

（古
宇
利

小
中
学
の
ぞ
く
）
で
、
九
月

二
十
二
日
と
二
十
九
日
の

各
日
曜
日
、
盛
大
な
運
動

会
が
開
催
さ
れ
た
。

○
兼
次
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、小
、
中
学
校
合
同
運
動

△
ス
一
一十
九
日
）
が
開
催
さ

れ
大
勢
の
同
校
卒
業
生
が

参
加
し
て
、
同
窓
生
リ
レ

ー
や
校
歌
ダ
ン
ス
な
ど
で

盛
り
上
げ
、
最
後
の
運
動
会

を
締
め
く
く

っ
た
。

○
今
帰
仁
中
全
一十
二
日
）
や

湧
川
中
全
一十
九
日
）
で
も
多

く
の
卒
業
生
が
参
加
し
て
、

同
窓
生
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。

Ｏ
今
帰
仁
小
全
一十
九
日
）
で

は
、
創
立
百
三
十
周
年
を
記

念
し
て
、
全
校
児
童
に
よ

っ

て
「
一
二
〇
年
」
の
人
文
字

が
グ
ラ
ウ
ン
ド

い

っ
ぱ

い

に
描
か
れ
た
。

歴史じこ期亀づ

4_嚇 チ

▲湧川小中学校、全児童生徒によるエイサー

村内各小中学校

t__

アヽ ″ iき
―

Fガ
・ 'ら1
″    '

ち,湊
▲天底小学校、2年生による玉入れ

による棒たおし

。日本や朝鮮半島で繁殖 し、10月 初旬から渡りが
見られ、暑い沖縄にも秋の訪れを告げます。
・越冬のため、遠くフィリッピンや東南アジア等、
南の国まで旅をします。
・途中、群れから舞い降りて、冬の間過ごすものを「フ
ティダカー」とよんでいます。
・ 3月 中旬ごろには、繁殖のため北方への渡りが観
察できます。
・他に9月 ごろからはアカハラダカや、チョウゲン
ボウ、魚を捕らえるミサゴ、ハヤブサも見られます。

沖縄県鳥獣保護員(仲村渠智)

士 い`ギ
・監 とr

▲今帰仁小学校、全児童による大文字

▲兼次中グラウンド、小学生のかけっこ

?●

□ □

修紗l達


